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【目的】エリスロマイシン生産菌 Saccharopolyspora erythraea JCM4748 がもつ置換型シグマ因子

遺伝子の一つである sigH の機能解明のために sigH 欠損変異株およびその遺伝子相補株を作

成し、培養性状を比較した。また、sigH欠損変異株で生産が認められなくなった赤色色素の同定

を行った。 

【方法】S. erythraea JCM4748へのプラスミドの導入は大腸菌から接合で行った。sigH欠損変異株

取得のために用いたアプラマイシン耐性遺伝子を含む DNA 断片にはφC31 ファージ特異的組

み換え配列 attB を付加したものを用いた。培養性状の比較は 0.3M sucrose を含む MR0.3 

medium 等を用いた。赤色色素の同定には LC-MS を用いた。 

【結果・考察】sigH の代わりにアプラマイシン耐性遺伝子を導入した約 6.6kb の DNA 断片をグラ

ム陰性菌用接合プラスミドpDN18に組み込んだpDN4748BH-dSHを用い、S. erythraea JCM4748

の sigH 欠損変異株を作成した。取得した変異株は赤色色素生産能および気菌糸形成能が欠損

していた。sigH に prsHp を付加した DNA 断片とチオストレプトン耐性遺伝子を pSET152 に挿入

した pPPSHTF を構築した。pPPSHTF を導入した sigH 欠損変異株の相補株は赤色色素生産能

および気菌糸形成能が回復した。sigH が生産に関与していることが明らかになった赤色色素を

同定したところ、MW=410.0 の Flaviolin dimer であることが推察された。 


